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研究成果の概要（和文）：　藤原行成撰『新撰年中行事』は多数の行事項目を掲載し、未知の関係史料を引用している
ため、既知の年中行事書と対比検討することによって、日本古代の年中行事研究に新たな手がかりを提供する可能性を
秘めている。本研究では、『新撰年中行事』と『小野宮年中行事』の記載を比較する対照一覧表を作成し、検討を進め
た。両書の類似点はともに『九条年中行事』を踏まえていることに求められよう。『新撰年中行事』は弘仁式など古く
に遡る史料を博捜して、行事の淵源を探る視点が強いため、『小野宮年中行事』とは大きく異なる本文をもっているも
のと考えられる。

研究成果の概要（英文）：Shinsen Nentyu-gyoji  selected  by  Yukinari  Fujiwara  has  many  evennts  and  q
uotes  unknown  documents.  So  it  hides  possibility  to  suggest  new  clue  to  the  study  of  yearly
  court  functions  of  Japanese  ancient  time  by  comparing  with  known  a  book  on  yearly  court  f
unctions.  In  this  study,  we  made  a  contrast  table  to  compare  mentions  between  Shinsen Nentyu-
gyoji  and  Ononomiya Nentyu-gyoji,  and  processed  examinations.  Both  books  are  based  on  Shinsen N
entyu-gyoji.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 新撰年中行事　藤原行成　小野宮年中行事　年中行事書　綿書　弘仁式　荷前別貢幣

史学・日本史



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 平安時代の公卿・藤原行成が編纂した
『新撰年中行事』上下二巻はすでに散逸した
ものと考えられていたが、1995 年、申請者ら
の調査により京都御所東山御文庫に伝存す
ることが確認され、その概要は 1998 年に学
術雑誌に発表された。その後、申請者は校訂
と検討を重ねて、2010 年に『新撰年中行事』
の全文を翻刻・刊行した。この新史料を網羅
的に分析し、『九条年中行事』『小野宮年中行
事』など既知の年中行事書と対比的に検討す
ることで、日本古代の儀式研究に新たな可能
性を開くことができると考えた。 
 
(2) 日本古代の年中行事や歳時記の研究は
近年活況を呈しており、中国における歳時記
研究の深化と相まって、東アジアにおける文
化交流・文化交渉の実態が次第に明らかにな
ってきている。こうした動向のなかに位置付
けながら、『新撰年中行事』の全面的な活用
をはかることが急務であると思われた。具体
的には、古代の中国や朝鮮における年中行事
と日本の年中行事を比較検討することで、従
来の研究を一歩でも進めることができるの
ではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、『新撰年中行事』、『行成大
納言年中行事』、東山御文庫本『日中行事』
などの新出史料を利用しながら、まずは、日
本古代の年中行事・歳時記について、その具
体相と変遷を見直す作業を行う。藤原行成の
手になる『新撰年中行事』の本文は、従来か
ら藤原資実が編んだ『小野宮年中行事』の本
文と類似することが指摘されていた。そこで、
二つの年中行事書がどのような影響関係の
もとに成立したのかを考察する。年中行事や
儀式の変遷の背景には、当該時期の政務方式
や行事運営の問題が存在するが、そうした問
題についても、摂関政治期の政務形態などを
踏まえながら、一定の見通しを立てることを
めざした。 
 
(2) 中村喬氏や中村裕一氏の研究に代表さ
れるように、中国における年中行事・歳時記
研究は、近年活況を呈している。ただし、日
本における年中行事の淵源を東アジア史の
なかで追究する研究は、かつての山中裕氏の
研究以来、近年の丸山裕美子・劉暁峰氏らの
研究にいたるまで、きわめて数少ない状況で、
何らかの改善策を模索する必要がある。『新
撰年中行事』には新出史料を含めた漢籍がい
くつか引用されており、日本と中国における
年中行事の継受関係を考え直す新たな手が
かりが出現したといえる。本研究では、これ
までの研究成果を踏まえて、中国歳時記・類
書などの記載を参照・検討しながら、日本の
年中行事・歳時記の淵源について考察を深め
てみたい。 
 

３．研究の方法 
(1) 『新撰年中行事』と『小野宮年中行事』
の項目対照表を作成して、二つの年中行事書
類似点と相違点を確認することで、両書の影
響関係を明らかにする。そのためにまず、宮
内庁書陵部・京都御所東山御文庫・国立公文
書館・国立歴史民俗博物館などに出張して、
『小野宮年中行事』の諸写本を調査し、どの
写本がもっとも善本であるのかを見極めた
上で、群書類従本の誤りを正し、信頼できる
本文の復原をめざす。 
 
(2) 調査の対象とする年中行事書・歳時記
は以下のものを考えている。『新撰年中行事』、
『行成大納言年中行事』、国立歴史民俗博物
館所蔵廣橋家旧蔵本『叙除拾要』、東山御文
庫本『日中行事』、『小野宮年中行事』、『撰集
秘記』、『内裏儀式』、『内裏式』、『延喜式』、『政
事要略』、『西宮記』、『北山抄』、『江家次第』、
『新儀式』、『蔵人式』逸文、九条家本『神今
食次第』など。以上の諸本の多くは、活字本
が存在するが、できるだけ善本の写本を参照
して検討を加え、活字本がないものに関して
は、紙焼写真を購入することとする。 
 
(3) 『新撰年中行事』が引用する新出の漢
籍史料を中心にして、従来の中国年中行事・
歳時記研究の成果と突き合わせ、新たな視点
から、東アジアにおける年中行事・歳時記の
継受関係・影響関係を見直す作業を行う。と
くに元日朝賀をはじめとする節会行事は、古
代の日本が早くから導入した中国的行事で
あり、元日朝賀の成立過程を日本国号の成立
問題とも関わらせながら、検討することにし
たい。 
 
４． 研究成果 
(1) 宮内庁書陵部・国立公文書館・国立歴
史民俗博物館などに出張し、日本古代の年中
行事書を中心とする写本類の調査を進めた。
出張調査の結果、参照すべき必要性を感じた
写本類は、これを紙焼写真の形で購入し、そ
の内容に関する読解を順次進めた。『小野宮
年中行事』の写本は精力的にこれを収集し、
写本系統を究明して善本を見出す努力を行
った。その結果、『小野宮年中行事』の諸写
本のなかでは、東山御文庫本（勅封 144-5）、
宮内庁書陵部所蔵の鷹司本（266-670）、葉室
本（葉-1307）などが善本であることが判明
したので、群書類従本『小野宮年中行事』の
本文をもとに東山御文庫本・鷹司本・葉室本
などによって校訂を加え、正確な本文を復原
するよう試みた。 
 
(2) 『新撰年中行事』所載の行事項目と『小
野宮年中行事』所載の行事項目を比較するた
めに、マイクロソフトエクセルを用いて対照
一覧表を作成した。両書は類似した行事項目
をもつが、その相違点も大きく、その相互関
係を細かく考察した。考察を進めるにつれて、



両書の関係を見極めるためには、『九条年中
行事』との関係を分析する必要があることに
気づき、三書の関係を相互に検討した。その
結果、『新撰年中行事』と『小野宮年中行事』
はともに『九条年中行事』を踏まえて編纂さ
れており、とくに『新撰年中行事』は『九条
年中行事』の新訂増補版という意味で「新撰」
を書名に冠しているのではないかという仮
説に想到するに至った。 
 
(3) 『新撰年中行事』を中心とする新出の
年中行事書・儀式書に関して、私がこれまで
に公表してきた研究成果を集成して、『日本
古代の年中行事書と新史料』（吉川弘文館、
2012 年 2 月刊）を刊行した。このなかには、
新稿が二本含まれている。一本は「古代史研
究と新史料―東山御文庫本と九条家本を中
心に―」であり、『新撰年中行事』を現在に
伝えた東山御文庫や、宮内庁書陵部の九条家
本から発見・確認された新史料の概要と、未
知の史料から判明する新たな歴史的事実に
ついてまとめた。いま一本は「九条家本『神
今食次第』所引の「西記」と二代御記―行幸
時の鈴印携行とも関わる新史料―」であり、
九条家本『神今食次第』が引用する「西記」
「醍醐天皇御記」「村上天皇御記」などの新
出逸文を紹介し、古代における行幸時の鈴印
携行の原則について考察を加えた。 
 
(4) 本研究に伴う主張調査の際に、東山御
文庫において『除目抄』（勅封 153-12）とい
う写本を閲覧した。この写本と同様の本文を
もつ内閣文庫本『除目抄』については、時野
谷滋氏や細谷勘資氏が検討を加えているが、
田島公氏の最近の研究によって新たな手が
かりが指摘された。田島氏の指摘を参照し、
新たな徴証を追加・検討したところ、本写本
は源師時が院政期に編纂した大部の除目書
『綿書』の一部ではないかという結論に達し
た。本写本『除目抄』は、『綿書』を構成す
る一巻たる「職事撰申文事」の伝本であると
考えられる。 
 
(5) 『新撰年中行事』所引の荷前別貢幣に
関わる二条の推定「弘仁式」逸文に検討を加
え、これらは弘仁太政官式の逸文と考えてよ
いこと、これら二条の逸文から、弘仁年間
（810～824）前後の荷前別貢幣のあり方をう
かがうことができることを述べた。こうした
事実を勘案すると、荷前別貢幣はすでに延暦
年間（782～806）には成立していたとみる学
説の方が成立する可能性が高いということ
になろう。中国の先帝祭祀の方式を踏まえて、
平安時代に入る頃には、とくに重要な近親陵
墓には手厚い祭祀が施されていたと考える
ことができる。 
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